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ê ご挨拶

ê 10月の外出から（雨天続きの外出日）
10 月の外出日は、天候の悪い日が多く、外出先の変更や中止などを余儀なくされることがあり
ました。社会生活の中では当たり前の「臨機応変」「予定は未定」ということを実際に体験する

絶好のチャンスと捉え、選択できる体制を取ることにしました。曇りの日は、途中で雨になると

遊べなくなり、すぐに帰ってくることを説明して、それでも行きたい子ども達は外出し、「行か

ないで室内で遊んでいたい」という子どもの選択を尊重することにしました。友達の動向を見た

り、相談しながら、自分の気持ちをどちらかに決めていきます。「行こうかな、やっぱり残る」

と迷いに迷って決める子ども、「行く」と即決する子ども、そして、残って何をするか相談して、

天秤にかけて「残る」事を決める子どもなど様々ですが、みんな真剣に考えていました。１０月

６日の秋休みは雨。ルピナスパークの予定を翌日に予定していた博物館と変更する事にしました

が、「公園じゃなきゃ行かない」と言う子どもと、「博物館がいい」という二つに分かれました。

そこで、しっかり考えてもらったうえでもう一度聞くと、お出かけと残って室内で遊ぶという二

つのコースに分かれて行動する事になりました。その結果どちらからも全く不満の声は上がらず、

むしろ自分で選択できたことで、それぞれの活動をより楽しんだようでした。次は 10 月２回目
の土曜日。天気予報では午後からの降水確率 60 ％ということで、また選択を提案したところ、
男性のボランティアさんが来ていたこともありほとんどが残る方を選択しました。10 月 3 回目
の土曜日は、宮崎育成牧場へ外出の予定でしたが、今回も雨のぱらつく天候でした。今回は全員

が外出を選択しました。馬とのふれあいが出来なかったことを残念だと言ってはいましたが、「ま

た来たい」と次回に期待する言葉がほぼ全員から聞かれました。10 月 4 回目の土曜日は台風の
影響で朝から雨でした。もちろんこんな日の外出は中止です。これまでは、期待と現実のギャッ

プで「退屈～」「ひま～」「何すれば良いの～」と不満の声が上がったものですが、現実をより

楽しくすることに興味が出てきたのか、いつもの遊びにアレンジを効かせ、自分達で考えた遊び

で長いはずの一日を退屈せずに賑やかにそして穏やかに過ぎていきました。選択できることが子

ども達にとっては、これほど満足できるものなのですね。大人が考える以上に子ども達は強制の

中で生きているのかもしれませんね。

裏に続きます



ê ストップのタイミングと距離感

毎日元気だったＡ君ですが、最近元気がないので話を聞くと、友達から仲間に入れてもらえな

いと言うのです。 A くんには、仲良くしたい B くんがいます。A くんと仲良くするためには、
後を追いかけたり、じゃれたりすることが一番良いと思っていたようです。なぜなら、A 君はボデ
ィータッチをしてもらう事が大好きで、特にくすぐってもらうと幸せな気持になるそうです。だか

ら、自分がやってもらうと嬉しいことを大好きな B 君にやっているだけなのにどうして「あっち
行け」と仲間に入れてもらえないのか理解出来ない様子でした。 B 君も最初は面白がって一緒に
遊んでいたようです。じゃれ合いから追いかけっこまでは楽しかったようですが、そのうちその遊

び方も飽きてきて、何となくやめようと言う気持になり、B くんも皆もやめたのですが A くんは
ずっと追いかけるのをやめず、相手にしないとますます追いかけて最後はタッチする力が強くなり

「痛い」と言ってもやめないので「こっち来るな」と大声で言わないと終わらない状況だと言うこ

とが解りました。そこで、A くんの行動を客観的に見ていくと、対人関係が解る領域（人になれな
れしく話しかけたり近づきすぎたりしない）と、相手の状況や気持ちが分かる領域（自分と相手の

興味、関心が異なることが分かり、受け入れられる）が弱いことが改めて分かりました。A くんは
楽しくなるとつい突っ走ってしまう元気な子どもです。A くんの思い込みの行動はそう簡単には改
善できません。B くんは自分が嫌なことをされて、嫌だと伝える時に「やめて！」と乱暴に言いま
す。A くんにはそれが面白がっているように見えてしまうので、何度も繰り返してしまうのです。
Ｂくんに落ち着いてゆっくり「やめて」と言ってもらうと、ようやくいつもとの違いに気づき、A
くんにも、B くんの穏やかなストップの声が少しずつなら届くようになりました。ゆっくり積み重
ねることで身についていくものと思われます。人との距離は、家族、親しい友達、あまり親しくな

い友達、異性の友達など相手との関係で変わることを学んでいくには、日常の遊びや生活の中では

腕の一本分がちょうど良い距離だという感覚を肌で学べるようにくふうすることで、近づきすぎが

解るようになっていくのではないでしょうか。

ê 11月の共同制作は
11 月は「秋の風景」です。この表題は大人でも統一したイメージは持ちにくいものです。人が

それぞれに経験した生活の中で感じたことや感動したことなどが違うので、どうしても代表的な物

に集約されてしまいます。子どもたちが経験したことで、秋として残っているイメージはどういう

ものなのでしょうか。未知の物に出会える期待が膨らみ、とても楽しみです。始めに「果物は何が

好き？」と子ども達に聞いてみると、みかん、りんご、ブドウ、いちごなどたくさんの答えが出て

きたので、次に「今、お店で売っているのは？」という質問に、「柿」「ブドウ」「なし」などが出

てきました。そこでお店で売っている果物を切り絵で作る事にしました。誘導になってしまいます

が、手がかりが必要なのであらかじめ書いておいた線に沿って切ってもらい、それを広げてもらう

と「わあー！ブドウ」という感動の声があがり、銀杏や紅葉など次々と出来上がっていきます。す

ると「自分で書いても良い？」と子ども達のオリジナル切り絵が産まれていきます。毎週１回の作

品作りは、そういうやりとりの中で味わいのある秋の風景として出来上がりました。
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